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8 この[設例]および決算日レート法の利点の意味についての説明は， C.W.ギル ([12J，
pp.27-28)によるものである。
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表l
テンポラル法 決算日レート法
貸借対照表 カナダドル レー ト 米国ドル レー ト 米国ドル
現金・債権(正味) 100 .85 85 .85 85 
棚卸資産 300 .91 273 .85 255 
固定資産(正味) 600 .95 570 .85 510 
1.000 928 850 
流動負債 180 .85 153 .85 153 
長期債務 700 .85 595 .85 595 
株主持分
普通株資本金 100 .95 95 .95 95 
留保利益 20 85 18 
換算調整勘定 (1 ) 
1.000 928 850 
損益計算書
τフま乙cJ二τI司まf 130 .90 117 .90 117 
売上原価 (60) .93 (56) .90 (54) 
減価償却費 (20) .95 (19) .90 (18) 
その他の費用(正味) (10) .90 (9) .90 9 
為替差益 70 
税引前利益 40 103 36 
所得税 (20) .90 (18) .90 (18) 
純利益 20 85 18 
諸比率
売上高純利益率 .15 .73 .15 
売上高総利益率 .54 .52 .54 










































































































































































計上される。かかる換算調整勘定の本質観は，基準書52号([ 1 0 J， par .113 ) 
において，次のように説明されている九





12 基準書第52号([10]， par.71)は， I為替レートの変動が企業の資金の流れおよび持分
































































































































































映されるであろう。 ([10]， par.98) oJ 


























































































































































































ともこのことの困難性の一端は，独立的子会社 (anindependent subsidiary) 
というもともと矛盾する概念にある。その概念は，連結財務諸表の基礎にある


















































































20 また， S.ベラミー ([6J，p.75)も，同趣旨の問題点を「決算日レート法は，親会社株
主のために，単一の通貨の観点から，親会社および子会社の経営成績および財政状態を
表示することである連結財務諸表の基本的目的を犯していると言われてきた。このモデ
















































































































































23 この他の論者によっても，同趣旨の批判が指摘されている。たとえば， T. 1. セリン





































上記のR. K.ストーレイやP. R. ヒントンによる決算日レート法に対す
る批判は，多くの他の論者により引用され，指摘されているへ たとえば， 1. 





これを『概念上も実務上も無意味な([14J， p.591 ) Jものであると呼んで
いる。さらに，ストーレイは，それは r2つの無関係な数値の積であること以
外何も意味しない ([27]， p.107) 0 Jものを導くと主張している。」と指摘し





上無意味な ([14J，p.591) Jものを導くといわれる。それは， r 2つの無関係














のであるとして批判されるへたとえば， G. G.ミュー ラー ， H.ガー ノン， G. 









ニ$1.25のときに現地通貨に両替するとしよう。在外子会社は， L C 24，000 
($ 30，00-;'-1.25)を入手し，土地を購入する。歴史的原価主義会計において，
この土地はLC24.000あるいは$30，000の価値をもっO もし，貸借対照表日ま
でに為替レートが1L C = $1.50に変わり，この決算日レートがLC24，000の
土地を換算するのに用いられると，その土地は， u sドル表示の連結財務諸表
において$36，000 [L C24，000X (1 L C = $1.50)Jと示される。その土地は，
まるで魔法によって価値が増加したかのように示される。」



































































































第 I期 第2-10期 10 年
(現地通貨1= 1ドル) (現地通貨1= 0.9ドル) 丈口』 計
HR CR HR CR HR CR 
現地通貨ドル ドル 現地通貨 ドjレ ドル 現地通貨 ドjレ ドlレ
フ士三ロ'" 上 100 100 100 900 810 810 1000 910 910 
減価償却 100 100 100 900 900 810 1000 1000 910 
利 益 。。。 。(90) 0 o (90) 。
ドル
現地通貨 HR CR 
資産原価 1000 1000 910 
売上(現金インフロー) 1000 910 910 
純現金インフロー/(アウトフロー) 0 (90) 0 
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